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(終結)   (五分)
本時のまとめと次時への
関心

















































































































































































生 徒 の 認 識 (回 答)
































































































概 念 的 知 識
事 実 的 知 識






















































































184 小山直樹 :社会科概念探求学習の発展 (2)
第一時



























































































えんばく   89%
























































































































































































































































































































































































































































第一日 カイロの隊商      第九日 海の端
第二日 地図作り         第十日 陸の端
第二日 ステップと砂漠     第十一日 法則の検証
第四日 トンブクツー      第十二日 法則をつくる
第五日 学問の町        第十三日 デンバー、シカゴ、ニューョーク
第六日 平地にある都市     第十四日 デンバー、シカゴ、ニューョーク
第七日 ロンドン        第十五日 ミシシンピ~川の謎
第八日 川の端         第十六日 ミシシンピ~川の謎
第十七日 ミシシンピ~川の謎
鳥取大学教育地域科学部紀要 教育・人文科学 第 4巻 第 2号(2003)     189
「地上のどこに」展開部の指導計画内容の分析表 (第十二日～第十四日は省路)


















































































































































概 念 的 知 識





























































































































































































































194 小山直樹 :社会科概念探求学習の発展 (2)
3,「社会科における知識の構造図」を適用して「生徒が習得する知識内容」を吟味すると、「低次の一般化」
のL2「人幡製鉄所は、広い用地 。大きい高炉 。深い港を有していない」は「事実的知識」である。事
実的知識を概括したレベルの知識である。同じことはLlにも言える。より厳密にLl、L2を設けるな
らば、例えば、Llは「新しい製鉄所は、広い用地。大きい高炉・深い港を有しているので生産量がのび
ている」、L2は「八幡製鉄所は、広い用地。大きい高炉・深い港を有していないので生産量がのびなや
んでいる」となろう。それらはいずれも個別的説明的知識であり、「説明的スケッチ」であるので、「低
次の一般化」には該当しないことになる。「低次の一般化」はあくまでも概念的知識レベルでなければな
らない。森分氏と共にホルト・データバンク・システムの紹介をされた中村氏ではあるが、この点では
とらえ違いが認められよう。
4.「社会科教育学」という呼称はその時点での現行教科名に教育学という学問名を加えたものである。しか
しならが、教科は歴史的存在であり、永久不変ではあり得ない。事実、社会科は生活科や公民科、地理
歴史科へと改編された。そのような事実を踏まえるとき、教科教育学としての呼称は時空を超えて意図
的計画的に枚科として組織しなければ育成不可能な教育領域を示す形で表現されるべきであろう。「科学
的社会認識 (の系統的育成)を通して市民的資質を育成する」教科の教育学を「社会認識教育学」と定
義する、ということになったのである。なお、「社会科教育法」という呼称があるが、これは教員免許法
で使われる、いわば行政用語であり、学問呼称に用いるのは極めて不適切である。大学における教科教
育担当者が自らの専門領域を「○○教育法」と名乗るのはいかがなものであろうか。また、いわゆる「教
科専門」担当者が日常的に使用しがちな現実があるが、そのレベルでしか呼べない担当者の「教科専門」
内容が、今日厳しく間われていのもこの辺りの認識程度に起因しよう。「教科専門」内容が「教科素材論」
程度にしか成り得ていないことに気づくべきであろう。
「社会認識教育学」と定義するとき、学校教育内の教科教育学としてのそれはもちろんのこと、教科教育
を超えた学校教育全体における社会認識教育学や学校外におけるさまざまな社会認識教育学も視野に収
めることが可能になる。それは「地域教育学としての社会認識教育」の枠組そのものを確認することに
もなろう。
5.拙稿「教師自身の社会認識と社会科実践の関係」(′亀取の子どもと教育を考える会編『拓くど創刊号、1983
年所収)、拙稿「子どもをとらえる教師の位置と指導の眼」(鳥取の子どもと教育を考える会編『拓く』第
2号、1985年所収)を参照。70年代の鈴木正気氏の諸実践は教科研授業理論で分析するよりも、概念探
求学習論で分析してこそよりよくその特長がつかめることを述べている。同様の提案は森分氏もされて
いる。筑波大学附属小学校時代に行われた有田和正氏の諸実践の中で、優れた実践と評価出来るものは
概念探求学習として成立しているからであり、社会科の初志をつらぬく会の授業理論では説明がつかな
いことを。
6。 教授書試案の開発は、「代議制」に始まり「産業公害」「幕藩体制」など数々に及ぶ。また、全国社会科
教育学会研究大会での実践報告もかなりのものが教授書形式での報告になっている。小・中・高校から
は完成度の高い「教授書シリー ズ」の発刊を求める声も大きくなりつつある。
